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序論 再整備の背景・位置付け 

１．背景 

○人口増加・高度経済成長が終わり、安定・成熟した都市型社会の実現が求められています。 

○近年、①コンパクト・プラス・ネットワーク型都市の形成、②自動車から公共交通への転

換、③人中心のエリアづくりなどが必要とされています。 

○盛岡市においては、2020 年３月に盛岡市立地適正化計画を作成し、持続可能な都市経営

を推進しています。 

○盛岡市も過去には松園や盛南等の郊外部に

市街地を拡張し、人口集中地区（DID）が

広がってきました。また、盛岡駅西口地区

の都市開発にも取り組んできました。 

○その一方で、中心市街地では商品販売額の

低下とともに、多くの建物が更新時期を迎

えるようになっています。 

○結果、2040 年の人口増減率で大通・菜園

地区や内丸地区等の中心市街地では人口が

減少する一方、盛南地区や盛岡駅西口地区

では人口が増加すると予測されています。 

○コンパクト・プラス・ネットワーク型の都

市を形成するため、中心市街地の再生を図ることとしています。 

   

図 DID の変遷 

（出典：盛岡市都市計画マスタープラン） 

図 将来人口推計（出典：盛岡市都市計画マスタープラン） 

図 立地適正化計画での誘導区域等 

（出典：盛岡市立地適正化計画） 
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２．再整備の必要性 

○内丸地区の建物群も更新時期を迎えています。そのような中で 2019 年に岩手医科大学附

属病院が矢巾町に移転、同時に内丸地区には旧病院施設を利用した内丸メディカルセンタ

ーが開院し診療機能は維持されていますが、内丸地区への来街者に変化が生じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 内丸地区周辺の建築物の状況（築年数）（出典：内丸地区将来ビジョン） 
 

○再整備の目的はこのような状況を順次転換し、内丸地区を盛岡市の「顔」と言える地区と

して活力を維持し、まちの魅力や盛岡らしさを次世代に継承することにあります。しかし、

内丸地区の再整備の目的は地区レベルに留まるものではありません。 

○都市の縮小・成熟期を迎える中、地方都市である盛岡市が将来に渡って魅力的なまちであ

り続けるための第一歩が、内丸地区の再整備と考えられます。 

○これからの時代において魅力的な都市であり続けるためには、これまでのまちづくりの良

さを活かし、これからの時代にも通用する一貫したポリシーを持ったまちづくりが不可欠

です。そのポリシーにつながる大方針が内丸地区再整備基本計画（以下「内丸プラン＊１」

という。）であり、そのような大方針を掲げ、再整備を通じてそれを体現していくことに

よって中心市街地の更新、ひいては市域全体の魅力向上に繋げることが再整備の目的とな

ります。 
 

＊１ 内丸プランは仮称 

 

 

３．目標年次 

○時代の変化や中心市街地全体を捉えつつ、内丸プランでは内丸地区の再整備が完了すると

想定される約 30 年後の 2050 年という未来を見据え、その時代において望ましいと考えら

れる内丸地区の具体的なあるべき姿を目指します。  
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４．内丸プランの位置付け 

○内丸プランは、内丸地区将来ビジョン(2022 年３月策定)（以下「内丸ビジョン」という。）

を具体化するものです。 

○市の各種計画における位置付けとしては、盛岡市総合計画及び盛岡市まち・ひと・しごと

創生総合戦略の下、土地利用計画や景観デザインに関しては盛岡市都市計画マスタープラ

ン、盛岡市立地適正化計画、盛岡市景観計画等を踏まえ、交通計画に関しては盛岡市総合

交通計画、もりおか交通戦略（以下「交通戦略」という。）等を踏まえます。また、中心

市街地のあり方を検討する上では、中心市街地活性化つながるまちづくりプランとも関わ

ります。 

○なお、2050 年を見据えた内丸地区のあるべき姿を示し、交通体系や中心市街地全体のあ

り方にも触れることから、今後の盛岡市都市計画マスタープランや盛岡市総合交通計画、

交通戦略等の見直しに当たっては、内丸プランの内容を踏まえた検討が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画の体系図  
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５．内丸プランの対象区域 

○内丸プランの対象区域は、内丸ビジョンと同様に内丸行政区域と、内丸の官公庁エリアか

ら連担する中央通り沿いのオフィスビルが立地する業務エリア及びその周辺を概ねの対象

とします。 

 

 

 

 

 

 

  

図 内丸地区再整備基本計画対象区域概略図（出典：内丸地区将来ビジョン） 
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６．内丸プランの検討体制 

○内丸プランは、2022 年度から 2023 年度の２か年にわたり検討し、策定します。 

○内丸プランの検討に当たっては、盛岡市が総合調整役となり、内丸地区再整備検討懇話会

（以下「懇話会」という。）、内丸地区再整備検討会議（実務者会議）（以下「実務者会議」

という。）、内丸地区学識検討会議（以下「学識会議」という。）を組織しています。 

○内丸地区再整備検討懇話会は、内丸地区将来ビジョン懇話会の委員 16 人で構成していま

す。 

○実務者会議は、一団地の官公庁施設及び周辺の更新が見込まれる各施設の実務担当者で構

成しています。 

○学識会議は、有識者会議として、都市計画、都市交通、都市景観及び都市経済の各観点か

ら専門的に検討するために、委員４名で構成しています。 

○このほか、全国各地の都市再生の実務経験を持つ独立行政法人都市再生機構の協力を得て

います。 

○内丸地区の再整備の機運を醸成するため、2022 年度は市民ミニサロンとして「うちまる

サロン」を開催しました。2023 年度は、より広く市民への周知を図ることのほか、引き

続き市議会からの意見を聴き検討を進めます。 

 

  

図 検討体制図 
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７．内丸プランの検討フローと現在の位置 

○内丸プランは、内丸地区だけで考えるのではなく、都市全体おける位置付けを踏まえて考

えます。（①） 

○内丸プランでは、再整備においても盛岡の個性（盛岡らしさ）を継承し、その先の理想を

未来に向けて追求する必要があります。そのためには創造性等が必要であり、専門家に意

見を伺いながら検討します。（②） 

○また、事業期間を考慮した実現性の高いものにする必要もあり、エリアの関係者の意見

（課題や意向）、事業手法等から検討します。（③） 

○理想形と実現性を何回も行き来し、案を練っていくことで現実的かつ独創的な盛岡らしい

プランを目指します。（④） 

○内丸プランが作成されると、それに沿って道路や広場等の公共空間など、具体的なインフ

ラの整備を計画します。また、都市空間を構成する建築物についても、良好な景観が形成

されるよう、きめ細かなルールを作成します。（⑤） 

○このように、内丸プランは、創造的な検討を行うため、既定の計画を超える部分も出てき

ます。そのようなところについては、当該関連計画を見直しするときに、内丸プランで検

討したことを反映することを念頭に置きます。（⑥） 

○以上の検討を経て、関係機関との調整のもとに、事業化へと進めていきます。（⑦） 

○この中間とりまとめの時点では、④の関係者との議論のたたき台を作成した段階であり、

今後、関係者との協議を積み重ねながら、また、市民に意見をお聞きしながら土地利用や

都市空間デザイン等の具体化を図っていきます。 
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第１章 中心市街地・内丸地区の現状 

１．都市の成り立ち 

○内丸地区は江戸時代、盛岡城の内掘と外堀に囲まれ

ていました。かつて盛岡城の正面であった大手先か

ら櫻山神社参道は、奥州街道を経て大名行列が入城

するルートでした。 

○当時は河南地区・本町通り周辺が賑わいの中心でし

たが、近代化に伴い盛岡駅が開業し、大通りや菜園

通り、映画館通りが整備されたことで、賑わいは内

丸地区の西側へと広がり、現在の中心市街地が形成

されていきます。 

○このような中で内丸地区は県庁や学校が設置され、

現在の一団地の官公庁施設の素地が形成されていき

ました。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 中心市街地の変遷（出典：今昔マップ on the web）  

図 江戸時代の中心市街地 

（出典：「よくわかる盛岡の歴史」） 
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２．人口 

○盛岡市の人口は東日本大震災後に一時的に増加しましたが、2014 年以降、再び減少に転

じました。 

 
※ 人 口 は 平 成 ２(1990)年 、 平 成 ７(1995)年 、 平 成 12(2000)年 、 平 成 17(2005)年 、 平 成 

22(2010)年は国勢調査結果。その他の年は、岩手県人口移動報告年報による推計人口（盛

岡市の推計値と相違する 。） 

図 盛岡市の人口の推移（各年 10 月１日現在）（出典：盛岡市人口ビジョン(2020 年３月改定版)） 
 

○2014 年度に総合計画の策定に際して行った人口推計では、2040 年には 247,898 人に減少

すると予想しています。 

○市全体の人口が減少する予測のなかにあっても近年の現況では、中心地域の人口が一定で

推移している一方、新市街地として整備した盛南地区の人口は増加しています。 

 
図 人口の推移（出典：盛岡市都市計画マスタープラン地域別構想） 

  

45,768 45,431 45,312 46,959 46,134 

15,029 
18,342 18,674 19,741 

30,071 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

1995 2000 2005 2010 2015

（人）

中心地域 盛南地域



9 

３．土地利用 

○中心市街地及び盛南地区における土地利用特性は、以下のとおりです。 

内丸地区 

公益施設用地（約 39％）、公共空地（約 27％）の面積割合が地区全体の

約 66％を占めており、官公庁及び盛岡城跡公園が立地している特徴が

現れている。 

大通・菜園地区 

商業用地（約 29％）が６地区で最も高い割合を示すとともに、住宅用

地（約 26％）も高く、まちなか居住が進んでいる傾向もうかがえる。

他方で、商業系施設を支える駐車場需要も高く、駐車場面積が地区全体

の１割を占める。 

河南地区 
住宅用地（約 34％）が６地区で最も高い割合を示しており、建物利用

でみると併用住宅（約 20％）の占める割合が多い特徴がある。 

盛岡駅東口地区 
交通施設が地区全体の約４割を占める一方、建物利用でみると業務施設

（約 19％）や商業施設（約 22％）の立地が多いことがうかがえる。 

盛岡駅西口地区 

交通施設や道路用地が地区全体の約４割を占めており、また、盛岡西口

地区土地区画整理事業の完了から間もないことから、低未利用地が６％

ほど分布している。 

盛南地区 
土地区画整理事業の進捗による戸建住宅と大型商業施設の立地が反映さ

れた土地利用、建物利用現況となっている。 

 
図 土地利用面積割合（出典：2016(平成 28)年土地利用現況調査） 

 

 
図 建物利用棟数割合（出典：2015(平成 27)年建物利用現況調査）
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図 建物利用現況図 上：中心市街地西側、下：中心市街地東側（出典：2015(平成 27)年建物利用現況調査）
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４．産業 

○中心市街地に事業所が集中するものの、

近年、事業所数は減少傾向にあります。 

○商業地としても商品販売額は多いものの

減少傾向にあり、大通・東大通・映画館

通では空き店舗が他地区より多く見られ

ます。 

○一方、盛南地区は事業所数・商品販売額

ともに増加傾向にあります。 

○2022 年度に実施した市民アンケートでは、

「中心市街地には行かない」という人は

18.8％であり、約５人に１人は中心市街地

に訪れないという状況です。 
 

 
図 よく訪れる中心市街地のエリア（出典：2022 年度市民アンケート） 

 

 
※ 調査地区における主要な道路の１階部分に対して調査を実施した結果をまとめたもの 

図 中心市街地の空き店舗数（出典：中心市街地活性化つながるまちづくりプラン） 
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○中心市街地の中で内丸地区は、中央通り沿いやその北側街区に国、岩手県、盛岡市などの行

政機関のほか、医療機関、金融機関、報道機関、岩手県民会館や岩手県公会堂などの文教施

設が立ち並んでいます。 

 
図 内丸地区に立地する建築物の状況（用途）（出典：内丸地区将来ビジョン） 

 

○内丸地区は一団地の官公庁施設の都市計画を礎とした、シビックコアと言える業務集積地で

あり、地区別の昼間人口からも見て取れるように就業者が集中しています。 

○内丸地区で働く人やビジネス目的等での来街者、また医療機関や文教施設を訪れる人々も含

め、内丸地区を訪れる人が周辺の地域への副次的な経済効果を生んでいるとみられます。 

 
図 昼間人口分布（出典：2015（平成 27）年国勢調査小地域集計） 
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５．交通 

○市内に通勤・通学する市民の主な交

通手段をみると、57.4％が自家用車

です。中心市街地への通勤代表交通

手段も自家用車は 34.3％と多くなっ

ています。 

○これらにより、自家用車による移動

が中心であることが分かります。 

○一方で、中心市街地やその周辺の居

住者は徒歩又は自転車を利用する人

が多く、中心市街地においては歩い

て暮らすことができていると言えま

す。 

 

 

 

 
図 「徒歩だけ」で通勤している就業者割合（15 歳以上自宅外就業者）（出典：2010 年国勢調査） 

  

13.6 
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10.5 

0.8 

57.4 

0.4 

1.2 

18.5 

1.7 

0.9 
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徒歩のみ 鉄道・電車 乗合バス
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不詳

16.5 17.4 3.4 19.2 9.3 34.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩 自転車 オートバイ・原付 路線バス 鉄道 自家用車

図 市内に在住する在勤・在学者の通勤・通学手段 

（出典：2020 年国勢調査） 

図 中心市街地への通勤代表交通手段 

（出典：2018 年中心市街地への通勤実態調査） 
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○盛岡市では、自家用車中心の現状に対して、盛岡市総合交通計画の基本方針において「自家

用車利用を抑制し、公共交通や自転車への転換を図る」こととしています。 

○その基本方針の実現に向け、交通戦略（第二期）では道路網の整備を進めながら、「快適で安

全に歩いて楽しむ中心市街地形成戦略」「公共交通軸の充実・強化を図る戦略」という２つの

戦略に取り組むことを位置付けています。 

○「快適で安全に歩いて楽しむ中心市街地形成戦

略」に関しては、大通り、菜園通り、映画館通

り周辺を「歩行者・自動車優先エリア」とし、

不要な通過交通の抑制や歩行者・自転車空間の

確保を図ることとしています。 

○さらに、将来的にはまちなかウォーカブル区域

指定に向けた検討を行うこととしており、内丸

地区を含む盛岡城跡公園周辺エリアもウォーカ

ブル空間として期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 ウォーカブル空間として期待されるエリア（出典：もりおか交通戦略（第二期））  

図 将来道路網計画 

（出典：もりおか交通戦略（第二期）） 

図 歩いて楽しむ中心市街地形成戦略 

（出典：もりおか交通戦略（第二期）） 
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６．自然・環境 

○岩手山、姫神山、南昌山等の山々の眺望、中津川や北上川等の河川との繋がりが盛岡らしさ

の一つを形成しています。 

○盛岡城跡は歴史的な遺産として継承されています。また、都市公園として市民の憩いの場と

して親しまれています。 

○市内各所で景観重要樹木が指定されるとともに、身近な自然が大切にされています。 
 

 

図 特徴ある景観（出典：盛岡市景観計画） 

  

まちなかの象徴的な樹木 

まちとの距離が近い中津川 
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７．歴史・文化 

○河南地区では城下の町割りが残り、岩手銀行赤レンガ館（1911 年築）や紺屋町番屋（1913

年築）等を始めとした明治期以降の歴史的建造物や景観が継承されています。さらに城下町

の玄関口であった鉈屋町には盛岡町屋が多く残り、江戸時代の雰囲気を伝えています。 

○内丸地区においても、盛岡城跡公園（岩手公園）のほか、岩手県公会堂（1927 年築）や岩手

医科大学１号館（1926 年築）が現在も活用されており、盛岡市の歴史を身近に感じることが

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○宮沢賢治や石川啄木（本来の「啄」はキバ付き）をはじめする文化人、原敬や新渡戸稲造を

はじめとする政治家や偉人を数多く輩出する文化的風土を有しており、現在もデザインや芸

術にかかわる活動が活発に行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○また、盛岡市の夏の風物詩である盛岡さん

さ踊りは、都心環状道路として位置付けら

れている盛岡市のメインストリートの中央

通りを通行止めにして行われます。このほ

か、長年、材木町商店街で続けられている

「材木町よ市」や盛岡大通商店街の歩行者

天国など、街路を使うカルチャーが土地に

根ざしています。 

  

もりおか啄木・賢治青春館（旧第九十銀行本店本館） 盛岡という星で Base Station 

岩手銀行赤レンガ館 

（岩手銀行（旧盛岡銀行）旧本店本館） 
盛岡城跡公園（岩手公園） 

盛岡さんさ踊り 
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８．防災 

○中心市街地の広範囲が洪水浸水想定区域であり、中津川や北上川の河岸沿いが家屋倒壊等氾

濫想定区域（氾濫流、河岸侵食）に該当しています。内丸地区の一部地域においては、洪水

浸水想定区域外になっている地域もあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．一団地の官公庁施設（都市施設） 

○官公庁の集約化、建物の不燃化、土地の高度利用を図るため、昭和 32 年に全国第１号の一団

地の官公庁施設である内丸団地として都市計画決定（面積 6.97ha）されています。 

○建蔽率 40％以下、容積率 100％以上のほか、壁面の位置の制限、建築物の高さ制限 10ｍ以

上、街路・通路、緑地・広場の付帯施設が定められています。 

 

 

 

 

 

  

出典：盛岡市防災マップ 

出典：盛岡市都市整備部都市計画課 
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第２章 「盛岡らしさ」と内丸地区の特徴・課題 

１．中心市街地の各地区の特性 

それぞれに特徴あるエリアを歩いて回ることができる 

○中心市街地活性化つながるまちづくりプランでは、JR 盛岡駅西口から盛岡八幡宮に至る東西

約 2.5 ㎞、南北約 1.5 ㎞のエリアを中心市街地として設定しています。 
 

 
図 中心市街地活性化つながるまちづくりプランにおける中心市街地の範囲 

 

○都心循環バスが運行しており、JR 盛岡駅と盛岡バスセンターという交通拠点を核として、公

共交通を使って移動できるとともに、歩いて回ることもできるコンパクトなエリアです。 

○第１章で整理したとおり、現在、商業に関しては、盛南地区の開発等によりロードサイド型

店舗等へ分散しているものの、都市のコンパクト化が推進される以前から、徒歩圏域の賑わ

い形成・業務地形成が実現されています。 

○現在、交通戦略に基づくウォーカブルなまちづくりが進められていますが、中心市街地を形

成する商店街では、それ以前から路上を活用した様々な取組が行われてきています。また、

近年では新型コロナウイルス感染症の影響を受け、路上でのテラス営業も暫定的に行われま

した。 

○コンパクトであり、歩きやすく、また様々な街路活用が可能な中心市街地は、安定・成熟し

た都市型社会において重要さを増していますので、暮らす場所の選択に大きな影響を与える

ものと考えられます。 
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○中心市街地を形成する内丸地区、大通・菜園地区、河南地区、盛岡駅東口地区、盛岡駅西口

地区においては、現状、次のような特性を有しており、地区ごと及び通りごとに特徴を持っ

ていると言えます（詳細は次ページ表を参照）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
各地区の特性（内丸地区将来ビジョンの記述を基に作成） 

 

○各地区をさらにエリアごとに細分化して特性を整理すると、下図のように整理できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 各エリアの特徴 
 

○材木町や河南地区等の中心市街地縁辺部において、個性的な商業が点在し、大通りと映画館

通りを賑わいの核としながら、中心市街地全体に魅力が点在していると考えられます。 

○内丸地区には数多くの就業者が集い、多様な目的で市内外から訪れる人も相当数いますので、

周辺商業地へ消費が波及していると考えられます。 

○一方、歴史的に賑わいの核が西側へ移っていくとともに、歩道がないことを要因の一つとし

て、かつての賑わいの軸であった本町通りの店舗等が少なくなりつつあり、内丸地区の南北

方向の街路（大手先）への影響が懸念されます。 
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■各地区の特性

【各地区の統計データ整理】 ※カラースケールは縦方向の比較（地区間の比較）による大小を示す。

H27

人口

(人)

H27

密度
(人/ha)

R2

老年

人口

割合

H22/

H17

H27/

H22

H27

人口

(人)

H27

密度
(人/ha)

H26

人口

(人)

H26

密度
(人/ha)

専
用

共
同

併
用

業
務

商
業

宿
泊

娯
楽

遊
戯

官
公

庁

教
育

文
化

宗
教

医
療

福
祉

住
宅

商
業

施
設

公
益

施
設

総
計 徒

歩
の
み

自
転

車

自
家

用
車

鉄
道

内丸地区 25.7 264 10 23% 0.94 0.76 9,280 361 8,609 335 4 9 38 27 0 1 19 11 13 9 21 40 1 0 26 9 22 12 86 2 0.0 0.0 0.1 0.2 35% 14% 35% 4%

大通・菜園地区 97.1 6,610 68 22% 1.04 0.98 25,889 267 22,371 230 26 30 10 1 10 1 22 466 243 82 248 526 37 6 17 42 24 40 599 27 2.3 1.2 1.1 0.0 44% 20% 26% 4%

河南地区 58.4 4,942 85 31% 1.07 1.05 8,248 141 6,152 105 34 22 15 8 1 18 529 192 60 124 368 12 13 10 4 49 52 189 4 2.5 0.5 0.1 0.0 34% 21% 31% 2%

盛岡駅東口地区 42.2 2,396 57 15% 1.24 1.03 10,434 247 9,586 227 22 21 2 3 3 1 46 39 77 25 76 86 28 0 1 9 1 5 199 3 1.6 0.3 0.1 0.0 38% 12% 35% 7%

盛岡駅西口地区 39.6 1,964 50 24% 2.64 1.10 3,806 96 3,175 80 11 21 14 10 7 36 155 75 17 61 9 1 2 1 3 2 6 12 3 0.2 0.3 2.3 0.0 29% 13% 40% 7%

盛岡南新都市地区 140.9 5,491 39 21% ※ ※ 7,333 52 5,351 38 4 32 24 0 1 13 25 975 227 17 107 130 1 4 1 21 35 73 0 0.8 2.6 0.9 0.0 7% 16% 68% 2%

データ出典

※区画整理事業による住居表示変更により正確な経年変化の把握が困難 ※自然的土地利用、工業は上表に含まない ※工業系建物は上表に含まない ※地区内に居住する従業者

【各地区の特性整理】

地区

内丸地区

大通・菜園地区

河南地区

盛岡駅東口地区

盛岡駅西口地区

盛岡南新都市地区

○市立病院

○子ども科学館、県立美術館

○盛岡タカヤアリーナ

○イオンモール盛岡南

○中心市街地や盛岡駅西口地区に連坦する職住近接の新市

街地を、H6-25年まで区画整理事業[138.3ha]により開発

○内丸将来ビジョンに記載のとおり、ロードサイド型の商業店舗が立地しており、広域エリアに対応した営業活動や車社会に対応した消費、飲

食等の需要を満たす地区となっている。それ故、他の５地区と比較して、地区居住者の通勤手段の約７割が自動車と圧倒的に高く、車利

用を前提とした居住地として選択されている。

自動車交通のアクセス優位

性を活かした生活やビジネス

のエリア

○JR盛岡駅

○盛岡駅ビルフェザン

○イオンタウン盛岡駅前

○木伏緑地

○M23駅開業、S56フェザン・S57東北新幹線開業、昭和～平成

初期に区画整理（盛岡駅前北地区・南口地区）による基盤整

備が進捗し、平成初期から駅の拠点性が向上

○R1に木伏緑地が開業

○駅利用者を対象とした商業・業務、宿泊機能が集積しており、飲食店も多い。

○交通利便性を背景とした開発ポテンシャルはあるものの、駅周辺開発は平成初期に終えていることから、直近での新築件数は少ない。

○他方、木伏緑地のような形で既存ストックを活用した地域の魅力づくりや店舗立地が進められている。

○立地上、地区内居住者の通勤手段として鉄道利用者が他の地区より多く、居住地としては日常的に駅を利用する市民からの居住ニーズ

が高いものと推察される。駅前の立地上、住宅は共同住宅の立地が主体となっている。

近郊交通と盛岡観光の拠

点性を活かしたサービスのエリ

ア

○JR盛岡駅

○アイーナ（県立図書館等）

○マリオス（市民文化ホール等）

○盛岡第二合同庁舎

○岩手保健医療大学

○平成以降国鉄車両工場跡地を開発

　（H5-31土地区画整理事業[35.6ha]）

○盛岡西口地区地区計画を定め、まちづくりを推進中

○スーパーブロックを中心とした市街地が形成されており、東口の３地区（大通・菜園、河南、盛岡駅東口地区）と比較して機能の混交が

少ないため、代表的な施設に挙げているような施設利用の目的で訪れる来街者が多い地区と推察され、昼間人口は東口の地区と比較して

低い。

○他方、夜間人口は増加傾向にあり、特にH17⇒H22で約2.6倍に増加しており、居住地としても選ばれている傾向も伺える。

高速・広域交通の拠点性を

活かした盛岡の玄関口，対

外的なビジネスエリア

○岩手復興局、中央郵便局

○川徳、クロステラス盛岡、MOSS

○大通商店街

○昭和初期から映画館が立ち並び、地区中央部を南北に貫く軸

は映画館通りと呼称される

○S55に菜園の青果市場跡地に川徳が肴町から移転したのを契

機に商業地として発展

○メインストリートである大通沿道や川徳周辺で商業集積が高く、商業・業務施設や飲食・娯楽に関する店舗の密度は市内最多を誇る。

○共同住宅、教育施設、医療福祉施設などの多様な施設も立地していることから、昼夜間人口ともに高く、職住近接の居住環境が整って

いる。それ故、地区内居住者の６割以上が徒歩又は自転車で通勤しており、６地区で最多の割合を占めている。他方で、商業・業務施設

を支える駐車場需要が高く、駐車場面積が地区全体の１割を占めているという側面もある。

○宿泊施設の集積も市内随一で、観光・出張目的の来街者の多くが滞在する地区となっている。

盛岡のメインストリート、飲

食・サービス・エンターテインメ

ントの拠点エリア

○盛岡バスセンター

○プラザおでって、保健所、栃内病院

○岩手銀行赤レンガ館

○マルイチ中ノ橋店

○肴町商店街

○盛岡城下の商業の中心地として繁栄

○明治期には盛岡の金融街が形成

○肴町商店街は江戸時代から続く市内で最も歴史ある商店街

○商業の中心が大通・菜園地区に移り、住宅への土地利用転換が徐々に進展していることを背景に、夜間人口密度が最も高い地区となっ

ている。その根拠として、直近10年間は人口増加傾向であり、H22～26年度で2.5haの住宅床が供給されている。

○一方で、６地区で最も高齢化が進展している地区であり、その影響からか医療・福祉施設の立地も最多となっている。

○肴町商店街など地域に根差した商業機能があることから、商業施設や飲食店の集積もあり、生活利便性が高い地区といえる。

○地区内居住者の通勤手段として自転車割合が高く、内丸や菜園・大通地区を通勤圏としている居住者が多いことが推察される。

古き良きまちと再開発が同

居する賑わいエリア

代表的な施設等

赤：商業　青：公共公益

緑：公共空地　黒：交通

歴史的特徴

市街地の形成過程
地区の特性

[参考]

内丸地区将来ビジョン

（P7）

○県庁、合同庁舎、市役所

○県民会館、公会堂

○メディカルセンター

○櫻山

○岩手公園、櫻山神社

○盛岡城の内堀と中堀の間に囲まれた「内丸」が由来

○明治期から官公庁が位置し、昭和32年に一団の官公庁施設

「内丸団地」が都市計画決定

○官公庁、文教施設や医療施設等の県内及び市内の中核施設の集積により、市内随一の昼間人口密度、従業者密度を誇る。

○公共空地（盛岡城跡公園（岩手公園）等）や公共公益施設用地（官公庁、文教、医療施設等）が地区面積の約６割を占め、

更には、櫻山の飲食店街などの特徴あるエリアも混交し、盛岡市のアイデンティティとなる都市景観を形成している。

○夜間人口は各地区の中で最も少なく、多くの従業者が地区外からアクセスしていることから、隣接の大通・菜園地区や河南地区に消費や

飲食、公共交通利用などの副次的な波及効果を創出している。

行政・経済の中心とお城を

取り巻く歴史的観光エリア

公共公益 H22～26年度計(ha) （15歳以上就業者）

国勢調査，経済センサス H26商業統計 H28都市計画基礎調査 H27都市計画基礎調査 食べログ等 H27都市計画基礎調査 H22国勢調査

公共

空地
駐車場

低未

利用

地

道路

交通

施設

住宅 商業業務

公共

公益

地区

地区

面積

(ha)

人口特性 土地利用割合（％） 建物利用（棟数）

飲
食

店

娯
楽

系
施

設 新築動向（延床面積） 利用交通手段割合

夜間人口 昼間人口 従業者

住宅
商業

業務
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２．「盛岡らしさ」とは 

暮らしの中で結晶し、受け継がれていく「盛岡らしさ」 

○盛岡市では内丸プランの検討に先立ち、「盛岡らしさ」という観点から都市の魅力・ポテンシ

ャルを分析しています。そこで得られた結論は、小さいながらも個性的で多様な魅力にあふ

れ、それらを日常生活の中で目にし、体験することができることが「盛岡らしさ」というも

のです。 

○アメリカのニューヨーク・タイムズ紙（電子版）が 2023 年１月 12 日に発表した「2023 年

に行くべき 52 か所」において、ロンドンに次ぐ２番目に盛岡市が選出されています。その記

事では「ウォーカブル・ジェム（walkable gem）」という言葉で盛岡市の魅力が表現されて

おり、中心市街地に歴史的な建物と川や公園等の自然があり、まちを歩いて楽しめるところ

や、コーヒー店、わんこそばのほか、書店、ジャズ喫茶などの文化が根付くまちであること

が評価されています。 

○厳しくも豊かな自然環境とともに受け継がれてきた歴史の中で大切にされてきた文化、都市

生活の蓄積の中で形成された様々な場所や出来事、そして、何よりこのような歴史、文化、

自然、場所、出来事を通じて盛岡への愛着を抱き、思いやりのあるやさしい人柄の市民の存

在 ― そのような魅力を身近に感じられることが「盛岡らしさ」であると考えられ、2022 年

度に開催した市民ミニサロン（うちまるサロン）の参加者からも同様の意見が出されました。

このことは、日々の生活の中で魅力に触れていくことで、市民の心の中にその価値が形成さ

れ、周りの人々に認められていくことにより、「盛岡らしさ」が引き継がれていくものと考え

られます。 

○このように、多様なエリアや街路が繋がり、そのエリア内にもたくさんの小さな魅力が点在

するという「盛岡らしさ」が体現され、住み・訪れる人々が体験する都市のあり方を、内丸

地区の再整備、さらには中心市街地の活性化においても大事にする必要があります。 

 

うちまるサロンにおける「盛岡らしさ」の主なコメント 

・内丸プランの検討と並行し、市民が集い、内丸地区や中心市街地について語り合う「うちまるサロ

ン」を開催してきました。その第１回では次のような「盛岡らしさ」が語られました。 

 - 小さなエリアにいろいろな魅力が詰まっている。盛岡という小さな宇宙に暮らしている感覚。 

 - まち全体が落ち着いた空気感があり、そのなかで人が自然に流れ、繋がっている印象。 

 - 道々に興味を惹かれる店が見付かる。まちを訪れるたびに発見があり、歩くのが楽しい。 

 - 現代的なものもあり、歴史的なものもある、良い意味で「混沌」としたまち。 

 - 中津川や城跡公園など、自然を感じるスポットが市街地から近くにある。 

 - 岩手山はシンボル。だれもが自分だけのベストビューを持っている。 

 - 見どころがあちこちにある、ほどよく都市的な要素と田舎が混じり合う。 

 - 「盛岡らしさ」が１人１人によって変化する多様性にあふれたまち。 

 - 自然や歴史、市民の活動が根付いているまち。 
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３．内丸地区の特徴と課題 

○内丸地区は江戸時代に盛岡城の城郭として形成されたエリアであり、盛岡市のシンボルの一

つである中津川にも面しています。 

○「盛岡らしさ」を形成する様々な魅力が小さなエリアに詰まっており、行政・業務機能の集

積という面だけでなく、盛岡を代表する風格が漂う街並みである点でも「盛岡の顔」と言え

ます。 

○一団地の官公庁施設として行政、司法、警察機能が集積するほか、メディア、金融、医療な

ど、地域の社会・経済・文化を支える機能が集まっています。その一方で、江戸時代からの

名残もあり、官公庁施設集積エリアは街区規模が大きく、中心市街地全体での回遊性のため

にはグランドレベルにおける空間的な工夫が必要です。 

○このような内丸地区の特徴と課題をまとめると、次のようになります。 
 

  

 

○再整備では、これら課題を解消するとともに、特徴を活かし、磨き上げることで次世代の

「盛岡の顔」となる内丸地区をつくっていくことを目指します。

内丸地区の特徴 

●平日は官公庁施設集積エリアに多くの就

業者が集積し、休日は官公庁施設集積エ

リア外に買い物、飲食、イベント等に市

民や観光客が集う（周辺地域への経済波

及） 

●行政、司法、メディア、金融、医療な

ど、地域の社会・経済・文化を支える

機能が集積 

●盛岡のアイデンティティをなす歴史資

源・自然資源が多数 

●街区・土地が広く、建蔽率・容積率が

盛岡市内では最も高く設定 

●街区の一部に、洪水浸水被害が想定さ

れる 

内丸地区の課題 

●築 50 年を超える建物群 

●官公庁施設等の老朽化と建替用地の選

定・確保 

●中心市街地の吸引力の低下に伴う内丸

地区の流動人口の減少 

●岩手医科大学附属病院の移転による人

流の変化及び将来的な跡地活用 

●官公庁集積エリアは休日の人通りが少

ない 

●周辺地区の街区・施設とは異なる大規

模街区・大規模施設の立地によるスケ

ール感の変化 

●用途地域上の建蔽率・容積率と一団地

の官公庁施設の決定内容の取扱い 
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■内丸地区周辺現況分析（1/2） 

 

■内丸地区周辺現況分析（2/2） 
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第３章 再整備の目標 

１．望まれる内丸地区の姿 

これまでの良さを活かし、人々が集い、これからの「盛岡らしさ」を生み出す 

■暮らし・経済・文化を支える機能が引き続き集積するとともに、歴史資源と自然資源を

身近に感じることができる内丸地区の良さを活かす。 

■「盛岡らしさ」が多様な人々を惹き付け、市内外、さらには国外のあらゆる地域から多

くの人々が訪れるまち。 

■人々の関係性が深まり、地区内で働く人達との繋がりにより、新しい魅力が創出・発信

され、さらに人々を惹き付けるまち。 
 

○内丸ビジョンでは次のとおり、将来の内丸地区のあるべき姿が示されています。 

・県都の核として社会経済を牽引するまち内丸 

・城下の風格と都心空間が調和するまち内丸 

・英知が集い未来を創造するまち内丸 
 

○盛岡市が持続可能な都市であるため、内丸地区の再整備に当たっては行政・文化・司法・

メディア・金融・医療等の機能をこれまでと同様に集積するとともに、歴史資源と自然資

源を身近に感じることができる内丸地区の特徴を活かす必要があります。 

○内丸地区の再整備は、内丸地区が「盛岡の顔」であり続けるよう、新しい技術を取り入れ

るとともに社会の要請に応えながら盛岡市が将来において目指す都市のあり方を指し示す

先駆的役割を担っていく必要があります。 

○内丸地区の歴史性・自然環境を活かした土地利用、統一感のある都市空間をつくっていき、

多くの人々が訪れ、回遊し、滞在・交流できる場を充実させ、中心市街地そして盛岡全体

に波及効果をもたらしていく必要があります。 

○多様な都市機能が集積している内丸地区において、個々の機能が複合的に発揮できるよう、

機能の高度化を進め、多様な機関との連携をさらに深め一体的なまちづくりを進めていく

必要があります。 

○行政機能等が集積している強みを活かし、災害対応の広域拠点・中枢拠点として行政の連

携機能を高度化していく必要があります。 

○都市空間デザインでは、「盛岡らしさ」の特徴である城下の歴史のほか、豊かな四季折々

の自然、やさしい人柄が感じられるものとし、同時に地域資源を活かした風格を合わせ持

つ必要があります。 

○一団地の官公庁施設の都市計画を尊重するとともに、機能強化や官民連携の観点を踏まえ、

柔軟な思考で多様な機能が融合した新たなまちづくりのルールをつくる必要があります。 

○これらのことを踏まえ、本計画の理念（案）を次のとおりとします。 

『山河に抱かれ 歩いてつながる クリスタルシティ盛岡』 
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２．再整備の目標 

内丸ビジョンの 3 つのあるべき姿を踏まえた４つの目標 

○これまでの良さを活かし、これからの「盛岡らしさ」を生み出す内丸を実現するためには、

内丸ビジョンの３つのあるべき姿を踏まえ、以下のとおり内丸プランの目標（案）を設定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

内丸ビジョンのあるべき姿 内丸プランの目標（案） 

❸「盛岡らしさ」の特徴である城下

の歴史、四季の自然、人のやさし

さが感じられるよう、既存の地域

資源を活かした風格のある都市空

間デザインとする。 
英知が集い未来を創造するまち内

丸 

❷一団地の官公庁施設のあり方を

見 直 し 機 能強 化 を図る と と も

に、官民連携により多様な機能

が融合した包括的かつ創造性を

育める空間構成とする。 

❶社会経済を牽引する業務集積地

とするとともに、技術進展と社

会の要請を踏まえ、各種インフ

ラ、土地利用の空間・機能を高

度化、一体連携する。災害時な

ど、非常時にも広域・中枢拠点

として機能する。 

県都の核として社会経済を牽引する

まち内丸 

❹盛岡全体に波及効果をもたら

し、また、歴史資源・自然資源

等にもっと触れてもらうため、

平日も休日もより多くの人々が

訪れ、回遊し、滞在・交流する

場を充実する 

城下の風格と都心空間が調和する

まち内丸 
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第４章 再整備の方針 

１．前提となる考え方 

再整備の背景を踏まえた交通体系と人中心の空間の意義 

○再整備後には多様な人々が内丸地区に訪れやすくなり、誰もが気軽に憩い、過ごすことの

できる空間の創出が望まれます。 

○中心市街地のアクセスは、これまで自家用車によって担保されてきましたが、公共交通で

のアクセスに切り替える時期を迎えています。 

○超高齢化に伴った免許返納の促進や環境負荷軽減のみならず、中心市街地がこれからも魅

力的であり、都市やその周辺に住み続けてもらう上で、公共交通により生活利便施設にア

クセスできる都市構造が求められています。 

○一つの例として、近年、買い物はインターネットで済ますことができるようになり、中心

市街地はもとより、郊外大型店舗にも訪れることなく、買い物のニーズは満たすことがで

きるようになっています。 

○そのような中、「このまちにこそ住もう」と思ってもらうためには、インターネットショ

ッピング等にはない体験を都市において提供することが必要であり、商品や店舗との偶発

的な出会いをもたらすことのほか、歴史資源や自然資源に気付き、発見する面白さも中心

市街地の役割であると考えられます。 

○このように、誰もが安心してゆっくりと歩き、店舗や商品、地域資源を目にできるような

良好な歩行環境を構築していくことが必要であり、そのためには、自動車の速度抑制や段

階的な進入抑制等による「人中心の空

間」である街並みにしていくことが大切

になります。 

○さらに、子どもに優しいまちとして、子

ども連れや子ども達が楽しむことのでき

る空間形成、子どもの頃から内丸をはじ

めとする中心市街地を訪れたくなる動機

づくりによって「盛岡らしさ」の体験・

経験を受け継いでいくことも大切になり

ます。 

○内丸プランでは、これからの中心市街地

に求められる環境である「人中心の空

間」を都市空間デザイン、土地利用、公

共交通、機能によって具現化し、環境対

策と災害対策によって強靭性の高い地区

へとステップアップするような都市づく

りを目指していこうとするものです。 

 
  図 理想とする人中心のエリア 
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２．再整備の方針 

○内丸プランの目標（案）を目指すために、どのような方針に沿って取組を進める必要があ

るかを整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）人中心の空間 

○歩行環境の充実、自動車の速度抑制や段階

的な進入抑制等により、誰もが安心して歩

くことのできる地区を目指します。 

○地区内の地域資源と組み合わせた大小様々

なオープンスペースを確保し、歩行者動線

で結ぶことで回遊、滞留、交流を促す地区

を目指します。 

 

 ウォーカブルの考え方 

❸「盛岡らしさ」の特徴である城下

の歴史、四季の自然、人のやさし

さが感じられるよう、既存の地域

資源を活かした風格のある都市空

間デザインとする。 

❷一団地の官公庁施設のあり方を

見直し機能強化を図るととも

に、官民連携により多様な機能

が融合した包括的かつ創造性を

育める空間構成とする。 

❶社会経済を牽引する業務集積地

とするとともに、技術進展と社

会の要請を踏まえ、各種インフ

ラ、土地利用の空間・機能を高

度化、一体連携する。災害時な

ど、非常時にも広域・中枢拠点

として機能する。 

内丸プランの目標（案） 

①人中心の空間の方針 

②都市空間デザインの方針 

③土地利用（オープン化）の方針 

④交通の方針 

⑤機能の方針 

⑥環境性能の方針 

⑦災害対策の方針 

再整備の方針 

❹盛岡全体に波及効果をもたら

し、また、歴史資源・自然資源

等にもっと触れてもらうため、

平日も休日もより多くの人々が

訪れ、回遊し、滞在・交流する

場を充実する。 
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２）都市空間デザイン 

○これまでの「盛岡らしさ」に自然と

触れることのできるよう、都市空間

デザインや土地利用は「盛岡らし

さ」を代表する歴史資源や自然資源

を手掛かりとします。 

○具体的には、基幹公共交通軸と成り

得る街路や歴史的な街路を地区内交

通体系の軸とし、地区内の資源と組

み合わせてオープンスペースを配置

するなど、歩きながら特に意識せず

に「盛岡らしさ」を代表する歴史資

源や自然資源に触れることのできる

都市空間を目指します。 

○「盛岡らしさ」を代表する中津川及

び盛岡城跡公園を活かし、周辺街区

を景観上・動線上で連続させ、一体

感を感じる都市空間を目指します。 

 

 

 

 

 

３）土地利用（オープン化） 

○業務効率の高い施設の配置と、地区内の回遊性向上を両立させるため、街区を広く取りな

がら、街区内・施設内に誰でも通行できる通路を確保するとともに、地区内外に至る回遊

動線の確保を目指します。 

○施設内にもオープンなエリア

を設けることにより、様々な

場所で居心地よく過ごすこと

のできる街区を目指します。 

 

 

 

 

 

 

図 街区のオープン化 

（建物断面イメージ） 

図 資源の参照 
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冬季のオープンスペースの意義 

○国土交通省の「新たな時代の都市マネジメントに対応した都市公園等のあり方検討会」の最終と

りまとめにて、緑とオープンスペース機能として次の４つを挙げています。 

 ・緑とオープンスペースの再構築により、緑豊かでゆとりある都市生活を実現 

 ・都市のブランドとなる緑とオープンスペースが、美しく風格ある都市を実現 

 ・地域の資源を活かした豊かな緑とオープンスペースが、個性と活力ある都市づくりを実現 

 ・地域住民が主体的に運営する緑とオープンスペースが、やすらぎを実感できる暮らしを実現 

○このうち、「ゆとりある都市生活」「風格ある都市」「個性と活力ある都市」などの観点を踏ま

え、内丸地区ではオープンスペースをある程度大きく確保することが望ましいと考えられます。 

○冬季間のオープンスペースの有効活用に当たっては、「利雪」という考え方を取り入れ、雪を魅

力として利用する「冬ならではの場づくり」により、四季を通じて回遊性の向上が期待されま

す。 

○盛岡市内では「もりおかイルミネーションブライト」（写真左）や「家族で雪っこ体験」（写真

右）など、雪や寒さを利用した「冬ならではの場づくり」が取り組まれています。 
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４）交通 

○現在の自家用車中心の移動から公共交通を利用して移動する社会への移行を段階的に促し

ながら、自家用車に頼らずに訪れることのできるアクセス性の高い公共交通ネットワーク

を全市的に構築することを目指します。 

○自動車での地区内へのアクセスを軽減させるため、地区外縁部、周辺部に共同の駐車場を

設置するとともに、貨物車両の通行時間帯を設定する等により、地区内における自動車干

渉を低減させ、安全で快適な歩行環境を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）機能 

○現在の行政・文化・司法・メディア・金融・医療等の機能集積を維持するとともに、業務

連携の更なる合理化・円滑化を図るため ICT・IoT を活用したスマートな機能連携を目指

します。 

○既存機能に加え、これからの「盛岡らしさ」を創出する主体となる多様な職能を呼び込む

ため、起業・創業を含む大小様々な民間企業の入居を可能とする連携により、多様な専門

知識やスキルを有する人々が集い、交流する場を目指します。 

○オープンスペースや施設の低層階には商業施設を誘導することにより、アイレベルの魅力

を創出するとともに、誰もが自由に過ごすことのできる場所も用意し、滞留しやすい場を

目指します。 

図 全市的な交通体系のあり方 
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内丸地区への飲食店誘導による他地区への影響 

○2021 年度には中心市街地の魅力を数値化（分析では「もりおかチャーミング指数」（MCI）と定

義）し、再整備のあり方による数値の変化を分析することを試みています。 

○この MCI を用いて、内丸地区に飲食店を誘導した場合の影響を分析したところ、誘導店舗数によ

り MCI は以下のように変化しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○内丸地区への誘導店舗数が増えると他地区の数値も増加しますが、80店舗となると現状最高値で

ある大通地区・菜園地区を内丸地区が上回ることとなります。 

○このことから、内丸地区の飲食店の誘導は、他地区の魅力を相対的に低減し、内丸地区だけが賑

わい、中心市街地全体の価値の向上に繋がらない可能性があります。 

○このため、飲食店の誘導にあたっては過剰にならないよう留意する必要があると考えられます。 

 

 

６）環境性能 

○地球規模の環境問題に対処していくため、個々の施設の環境性能の向上はもとより、地区

全体での省エネ・創エネや低炭素化に取り組み、環境負荷を低減する地区を目指します。 

 

 

７）災害対策 

○個々の建物のみならず、地区全体における防災・減災機能の向上により安全・安心な地区

を目指します。 

○既存の機能集積を活かし、機能連携した危機対応が可能な高度な防災拠点を目指します。 

 

  

地区 

MCI 

現状値 
内丸地区への誘導店舗数 

30 店舗 50 店舗 80 店舗 

内丸地区 0.72 0.90795  1.03010  1.21333  

大通地区 0.98 0.99614  1.00826  1.02644  

菜園地区 0.97 0.98735  0.99742  1.01253  

中央通地区 0.53 0.54964  0.56176  0.57994  

河南地区 0.46 0.49752  0.52066  0.55538  
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３．再整備方針の考え方（全体像） 

 

 

 

  

図 プランニングの方向性（骨子） 
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第５章 実現手段の検討 

１．地区一体での整備のメリット・デメリット 

○内丸プランでは内丸地区を一体的に再整備することを前提としています。個々に施設を更

新する場合と一体的に再整備する場合とを比較した地区一体での整備のメリット・デメリ

ットは、次のように整理されます。 
 

  

 

○上記のようなデメリットが考えられる一方、一体的な再整備によって地区全体の価値の向

上が期待されるとともに、その効果が都市全体に波及するという可能性を秘めており、そ

れぞれの土地や建物の価値が向上することにも繋がる点でメリットがあると考えられます。 

 

 

２．施設更新手法の比較 

○各施設の更新は、「建てる場所・土地」に着目すると、「現在の場所（現地建て替え）」と、

「別敷地」に分けられます。別敷地で建て替えた場合は、移転跡地を他者の建替用地とす

ることも考えられ、このように連鎖型整備を行った事例もあります。 

○施設更新手法の特徴と留意事項について、次の表では主にこの「建てる場所・土地」に着

目して比較しています。「現在の場所（現地建て替え）」の場合は、業務が滞りなく進めら

れるよう必要な面積の仮移転用オフィスを現地近傍に確保して２回引越しすることになり

ます。また、仮移転期間中のオフィス賃料が必要で、情報システムの中断ができない場合

はその更新を２回行う必要もあります。「別敷地」に建て替える場合は引越しが１回で済

む代わりに用地確保が必要となります。 

  

メリット 

●地区全体で一体感のある都市空間の整備 

●複合化等による土地・容積の有効活用 

●公共交通との関連付けや駐車場の集約 

●街路空間の再編や歩行環境の確保 

●地区一体での環境負荷軽減、スマート化 

●移転による通常業務への負担軽減 

デメリット 

●関係者の十分な合意形成が必要（事業

が長期化する場合がある） 

●事業完了の担保が確実ではなく、リス

ク回避の検討が必要 
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施設更新手法の比較と留意事項 

新しい建物 

の場所 

用地確保 

の方法 

移転跡地 

の活用 
移転方法 手順 費用の項目 

現在の場所 

(現地建て替え) 
― ― 

２回移転 

(＝中断移転) 

仮移転用オフィ

ス面積の確保が

必須 

仮移転先へ引越

し→現建物の取

壊し→新建物の

建設→新建物へ

引越し 

建設費＋取壊し

費用＋引越し×

２+情報システム

更新×２＋仮オフ

ィス賃料 

別敷地 

用地買収 

不動産売買に

伴う課税の対象  

売却し、他者の建

替用地とすることも

可能（連鎖型整

備）。 

まちづくり用地とす

ることも可能。 

１回移転 

（＝直接移

転） 

用地関連の合意

形成→新建物の

建設→新建物へ

引越し→現建物

の取壊し 

建設費＋取壊し

費用＋引越し×

１+情報システム

更新×１＋用地

費 

 

〇「建物の所有形態」に着目すると、一つの建物を単独で所有する場合と、複数者の所有に

よって合築・複合化する場合があります。合築の場合は会議室、駐車場、設備などを共用

することによって効率的な利用が容易になる可能性があります。その際、建物を共同で管

理するための組合などを組成することになります。 

なお、土地は建物所有者の共有となり建物の権利に合わせて共有持ち分の一部を取得しま

す。 

〇事業手法としては、様々な条件が整い権利者等の合意が得られれば、合築の場合は市街地

再開発事業、別敷地建て替えであれば土地区画整理事業など、法律に基づき手続きや権利

整理の方法が明確にされている事業制度の活用も検討可能です。 

○このような特徴を認識した上で、2023 年度には、地区内関係者の更新の意向を十分に把

握し、実現可能な更新手法を検討する必要があります。 
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第６章 今後の検討に向けて 

１．検討にあたっての基本姿勢 

○内丸プランは、2050 年という未来を見据えた理想を掲げるとともに、再整備する上での

実現可能性も担保する必要があります。 

○そのため検討に当たっては、市民や地区内関係者が望む将来のあり方のほか、専門家や行

政による将来展望も結集させることで理想を磨きながら、同時に実現可能性の観点から検

証を重ねていく必要があります。 

○このように理想の追求と実現可能性の観点からの検証を何度も繰り返すことで、「現実的

かつ盛岡のまちの個性が光る」盛岡らしい内丸プランへと磨き上げていきます。 

 

２．検討すべき事項と検討プロセス 

１）交通体系の検討 

○公共交通を中心とした交通体系は、都市生活の利便性はもとより、中心市街地の価値の

向上や居住地選択においても重要であり、内丸地区を人中心の空間にする上でも引き続

き検討していく必要があります。 

○具体的には、中心市街地への交通体系のほか、JR 盛岡駅と盛岡バスセンターを核とした

中心市街地の交通体系を検討する必要があります。 

○自家用車中心から公共交通中心の交通体系へと段階的な転換を念頭に置き、将来の基幹

公共交通のあり方や内丸地区内における人中心の交通環境等を 2050 年という未来を見

据えて検討を行います。 

○このような未来思考で理想を磨き上げるとともに、現実の盛岡市の交通ネットワークへ

の負荷を確認や、市民の交通行動の変容を促す具体的な働きかけを通じた理解の醸成を

図ることで、無理のない段階的なプロセスを経て、理想の交通体系を検討していきます。 

 

２）都市空間デザイン・機能配置の検討 

○都市空間デザインや機能配置については、地区内関係者の意見等を十分に反映させると

ともに、2023 年度に開催した市民ミニサロン（うちまるサロン）による市民の意見等

も踏まえ、これからの盛岡市のあるべき姿を体現することを目指し、理想と考えられる

交通環境、都市空間、施設配置を具体的な平面図・断面図を用いて示します。 

○都市空間は多くの場合、施設や機能配置の観点から検討されますが、内丸プランにおい

ては、内丸地区を訪れる人が歴史資源や自然資源に触れること、内丸地区の従業者の

「地区での過ごし方」の観点を取り入れて検討していきます。 

○このような検討により、社会経済を牽引するとともに、これまでの「盛岡らしさ」を継

承し、これからの「盛岡らしさ」を生み出すことのできる人々の集う内丸地区の将来像

を示し、それに対する意見を聞き、将来像へと反映していくことで、多くの市民等が望

む理想へと磨き上げていきます。 
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３）再整備プロセスの検討 

○理想的な都市空間の実現に向け、現実に採用可能な整備手法や資金調達のあり方を検討

し、具体的なプロセスを検討します。 

○一方、地区内施設の築年数や耐震化・長寿命化の対応状況を客観的に把握するとともに、

地区内関係者との密な対話を通じて、施設更新の意向を具体的に把握していきます。 

○そして、その実態に照らして理想の実現に向けた具体的プロセスの実現可能性を検証し

ます。理想的な都市空間において重視する点についてはプロセスの再検討を行い、実現

可能性を優先すべき事項については理想像の調整を図っていきます。 

○このように理想的な都市空間の実現に向け、理想の実現プロセスと実態に照らしたプロ

セスを突き合わせ検討を進めていきます。 

 

４）その他の主な検討事項 

■新規誘導機能の検討 

○新たに誘導する機能については、内丸プランで掲げる再整備の目標に照らして検討し、

同時に地区で働く上で求められる機能や内丸地区を訪れたいと思えるような機能につい

て地区内関係者や市民との対話を踏まえ、市民が求める機能を誘導できるよう検討して

いきます。 

 

■駐車場に関する検討 

○現在、内丸地区に立地する事業者の多くが業務用車両を必要とし、将来においても同様

であると考えられます。そのため、自家用車による来街者のための駐車場は地区周縁に

設置する集約駐車場の前提で検討し、業務用車両は地区内に確保する必要があります。 

○さらに、内丸地区を人中心にする上では、地区北側の街区の居住者や事業者が所有する

車両を対象とした検討のほか、貨物車両の進入についても検討していきます。 

○人中心の空間と駐車場の配置やアクセス路の確保の両立を基本とした検討となるため、

現在における内丸地区やその周辺の駐車場のニーズのほか、必要とされる容量を把握し

た上で将来ニーズを推測し、将来必要容量に応える駐車場の確保について検討していき

ます。 

 

■オープンスペース等の管理・運営手法の検討 

○オープンスペースを確保する上では、プランニング以上に、継続的に魅力ある場所とし

て管理・運営することが大切であり、また、集約駐車場の確保においても同様のことが

言えます。 

○管理・運営する手法として、オープンスペースとなる土地や集約駐車場を所有する地区

内関係者が各自で管理・運営する手法、指定管理者制度の活用、都市再生推進法人への

委託、市民参画による管理・運営手法等を選択肢として多角的に検討する必要がありま

す。 

○手法の検討に当たっては、内丸地区だけでなく盛岡市のブランディングやまちの活気へ

と繋げられる統一的な方向性を見出せるよう、地区内関係者等と協議していきます。
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参考 うちまるサロンについて 

１．うちまるサロンとは 

○うちまるサロンは、内丸地区を中心としたまちなかにおいて、継続的に「盛岡の顔」で 

あり続けるために、市民と「盛岡らしさ」を考える場として、「盛岡という星で BASE 

STATION」を会場に、令和４年度は４回開催しました。 

○各回テーマを設定し、冒頭に市内で活躍する市民等をゲストに迎えたミニ講演会を行い、

そのテーマを踏まえて参加者同士が意見を交わしました。最後にアンケートを実施してい

ます。 

 

２．各回の概要 

■第１回うちまるサロン「盛岡市の魅力「盛岡らしさ」って何？」 

・日 時：令和４年 10 月 30 日（日）14:00～16:00 

・ゲスト：高橋 和氣氏（株式会社 Wakey 代表） 

盛岡市出身。大学進学を機とし市を離れるが、大学・就職を経て U

ターン。新規事業立ち上げサポートの仕事や、大学生向けの起業家

育成事業（岩手県事業）のディレクターに従事。仕事の傍ら、移住

促進や関係人口づくりの活動にも関わり、東京のさんさ団体「赤坂

さんさ」、東京の若手盛岡コミュニティ「リトルもりおか」の立ち

上げや、盛岡市の取組「盛岡という星で」にも参画。U ターン者の

目線で感じる盛岡の魅力の発信を実践中。 

・参加者：29 人 

・事後アンケート結果 

楽しめた          22 

どちらかというと楽しめた  ３ 

あまり楽しめなかった    ０ 

楽しめなかった       ０ 

※他の設問、回答は後段に記載。 
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■第２回うちまるサロン「まちなかのそこここの場所を使う」 

・日 時：令和４年 12 月 17 日（土）14:00～16:00 

・ゲスト：中村正樹（盛岡大通商店街協同組合事務局長） 

岩泉町出身。盛岡市内の高校を卒業後、大学進学のため盛岡市を離

れるが、盛岡大通商店街協同組合事務局への就職を機に U ターン。

コミュニケーションギャラリーLiRiO（リリオ）の運営担当として、

施設運営のほか、展示会、講演会等の自主事業にも携わる。現在は

盛岡大通商店街協同組合の事務局長として、大型店等と連携した販

促事業や、「お弁当パラダイス」等のイベント運営にも携わっている。 

 

・参加者：24 人 

・事後アンケート結果 

楽しめた          18 

どちらかというと楽しめた  ３ 

あまり楽しめなかった    １ 

楽しめなかった       ０ 

※他の設問、回答は後段に記載。 
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■第３回うちまるサロン「盛岡らしい場所はどこ？」 

・日 時：令和５年１月 28 日（土）14:00～16:00 

・ゲスト：赤坂環（デザイナー）、木村敦子（ライター・エディター） 

有限責任事業組合まちの編集室（てくり編集・発行） 

盛岡の地域ミニコミ誌「てくり」を 2005 年に創刊。以

来、年２回のペースで「伝えたい・残したいふだんの盛

岡」をテーマに発行を続ける。ライターの赤坂環さんは、

情報誌の編集や「食」をテーマとした取材を多数手掛け

ている。デザイナーの木村敦子さんは、企業パンフレッ

ト、ロゴマーク、パッケージデザインなど、印刷物を中

心に手掛けるデザイン事務所を運営。もうひとりのライ

ターである水野ひろ子さんと共に 2020 年、（株）クラシ

カウンシルを設立し、伝統工芸の普及振興やイベント運

営などを行っている。 

・参加者：30 人 

・事後アンケート結果 

楽しめた          22 

どちらかというと楽しめた  ５ 

あまり楽しめなかった    ０ 

楽しめなかった       ０ 

※他の設問、回答は後段に記載。 
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■第４回うちまるサロン「未来の盛岡ってどんなまち？」 

・日 時：令和５年２月 18 日（土）14:00～16:00 

・ゲスト：南正昭（岩手大学理工学部 教授） 

専門は、都市・交通計画学、土木計画学。岩手の復興支援、地域づく

りにつながる実践的研究活動を継続しているほか、盛岡市都市計画審

議会会長、盛岡市立地適正化計画検討協議会会長など、盛岡市のまち

づくりに関わっている。 

日本都市計画学会理事・東北支部長、一般財団法人 3.11 伝承ロード推

進機構理事、岩手県東日本大震災津波伝承館運営協議会会長ほかの公

職も務める。 

 

・参加者：24 人 

・事後アンケート結果 

楽しめた          13 

どちらかというと楽しめた  ４ 

あまり楽しめなかった    １ 

楽しめなかった       ０ 

※他の設問、回答は後段に記載。 
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３．第４回アンケートまとめ 

○第４回うちまるサロンでは終了後のアンケートで、将来の内丸地区での過ごし方・楽しみ方を考えてもらいました。結果は以下のとおり

です。 


